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一
、
は
じ
め
に

二
、
研
究
の
方
法

三
、
対
象
資
料
に
つ
い
て

四
、
調
査
結
果

五
、
ま
と
め
と
今
後
の
課
題

は

じ

め

本
稿
の
目
的
は
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
に
書
写
さ
れ
た
漢
字
片
仮
名
交
り
文
を
比
較
調
査
し
、
漢
字
の
字
体
に
関
し
て
、
親
鷺
聖
人
の
用
い

た
字
体
が
特
殊
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

部
首
に
注
目
し
た
理
由
は
、
拙
稿
に
お
い
て
「
干
禄
字
書
」
に
記
さ
れ
た
正
字
と
異
体
字
(
俗
字
・
通
字
)
と
の
関
係
を
類
型
化
し
た
結
果
、

部
首
が
別
の
部
首
に
交
替
す
る
関
係
の
も
の
が
多
く
認
め
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
部
首
の
種
類
は
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
客
観
的
に
異
同
を

示
し
や
す
い
こ
と
に
よ
る
。

親
鷺
聖
人
の
漢
字
表
記
に
つ
い
て
は
、
山
本
秀
人
氏
に
よ
り
、
『
西
方
指
南
抄
」
に
お
い
て
、
当
時
、
手
偏
の
形
で
書
か
れ
る
こ
と
の
多
か

っ
た
木
偏
の
字
も
木
偏
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、
通
常
写
本
で
は
用
い
ら
れ
な
い
活
字
正
字
体
と
一
致
す
る
字
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ



(2) 

と
等
、
特
異
な
面
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
親
鷺
聖
人
の
漢
字
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
金
子
彰
氏
に
よ
り
、
書
簡
に
お
い

て
、
漢
語
は
漢
字
表
記
、
和
語
は
仮
名
表
記
と
い
う
明
確
な
使
い
分
け
が
あ
る
こ
と
、
使
用
さ
れ
る
漢
字
の
種
類
は
当
用
漢
字
と
よ
く
一
致

(3) 

す
る
こ
と
、
文
脈
上
、
上
接
の
語
が
漢
字
か
仮
名
か
に
よ
り
、
下
接
す
る
語
が
そ
れ
に
一
致
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
親
鷺
聖
人
の
漢
字
表
記
に
つ
い
て
の
さ
ら
に
詳
細
な
調
査
研
究
が
必
要
だ
と
言
え
る
。

二
、
研
究
の
方
法

調
査
対
象
と
す
る
漢
字
は
、
木
偏
と
手
偏
、
竹
冠
と
草
冠
、
弓
偏
と
方
偏
と
い
う
三
組
の
ペ
ア
、
合
計
六
種
類
の
部
首
に
属
す
る
も
の
と

す
る
。
こ
れ
ら
を
選
ん
だ
理
由
は
、
書
写
本
に
お
い
て
、
木
偏
の
字
が
手
偏
に
、
竹
冠
の
字
が
草
冠
に
、
弓
偏
の
字
が
方
偏
に
書
か
れ
る
こ

(
4
)
 

と
は
よ
く
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
り
、
『
干
禄
字
書
』
、
観
智
院
本
『
類
東
名
義
抄
』
等
の
古
辞
書
に
も
正
字
・
異
体
字
関
係
に
あ
る
漢
字
の
部

首
と
し
て
記
載
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
「
干
禄
字
書
」
に
は
、
正
字
が
木
偏
、
異
体
字
が
手
偏
の
漢
字
が
三
組
(
在
、
横
、
様
)
記
さ

れ
、
正
字
が
竹
冠
、
異
体
字
が
草
冠
の
漢
字
が
六
組
(
第
、
等
、
節
、
篤
、
纂
、
築
)
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
観
智
院
本
『
類
緊
名
義
抄
』

に
は
、
正
字
が
木
偏
、
異
体
字
が
手
偏
の
漢
字
が
二
十
四
組
(
札
、
杷
、
相
、
栓
、
柾
、
桓
、
棒
、
謝
、
桟
、
櫛
、
構
、
検
、
棺
、
櫓
、
根
、
楓
、

橋
、
格
、
樹
、
種
、
梯
、
横
、
極
、
様
)
、
正
字
が
竹
冠
、
異
体
字
が
草
冠
の
漢
字
が
十
三
組
(
箔
、
等
、
官
、
篤
、
筋
、
節
、
常
、
定
、
室
、
纂
、

簸
、
室
、
築
)
、
正
字
が
弓
偏
、
異
体
字
が
方
偏
の
漢
字
が
五
組
(
引
、
弥
、
的
、
弧
、
弾
)
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
同
文
通
考
』
に
は
、

本
字
が
木
偏
、
語
字
が
手
偏
の
漢
字
が
一
組
(
様
)
、
本
字
が
竹
冠
、
調
字
が
草
冠
の
漢
字
が
一
組
(
娃
)
、
本
字
が
弓
偏
、
誤
字
が
方
偏
の
漢

字
が
四
組
(
引
、
弘
、
強
、
調
)
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
古
辞
書
に
記
載
さ
れ
た
漢
字
が
、
実
際
の
書
写
本
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
書
か

れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
視
点
か
ら
の
調
査
も
必
要
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
先
の
六
種
類
の
部
首
に
属
す
る
、
対
象
資
料
内

の
全
て
の
漢
字
に
つ
い
て
、
部
首
の
形
が
ど
う
書
か
れ
て
い
る
か
を
調
査
す
る
。

部
首
の
形
に
つ
い
て
は
、
類
似
し
た
形
を
も
っ
部
首
の
ペ
ア
ご
と
に
、
共
通
す
る
基
準
を
定
め
、
何
の
部
首
か
認
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

『
西
方
指
南
抄
』
『
三
帖
和
讃
』
に
お
け
る
親
鷺
聖
人
の
漢
字
字
体
の
特
徴
に
つ
い
て

一
三
五
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部
首
の
形
の
認
定
基
準

(1) 

木
偏
と
手
偏

(2) 

竹
冠
と
草
冠

(3) 

弓
偏
と
方
偏

一
三
六

(
注
)
口
の
中
に
示
し
た
形
が
書
写
本
の

中
に
見
ら
れ
る
部
首
の
形
の
代
表
形

で
あ
り
、

a
b
e
-
-
-
の
記
号
を
付
し

て
い
る
。
神
は
、
現
代
の
規
範
に
お

い
て
、
そ
の
部
首
と
判
断
で
き
る
範

囲
を
示
す
。
下
の
け
内
の
H

村
は
、

今
回
の
調
査
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
部
首
の
形
に
見
ら
れ
た
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
範
囲
を
示
す
。
付
部
分
は
、

そ
の
漢
字
の
本
来
の
部
首
と
は
異
な

る
種
類
の
部
首
の
形
を
と
る
範
囲
を

示
し
て
い
る
。



そ
の
基
準
を
前
頁
の
図
に
示
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
書
写
さ
れ
た
個
々
の
部
首
の
形
か
ら
帰
納
し
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
認
定
基
準
に
も
と
づ
い
て
設
定
し
た

a
b
e
-
-
-
と
い
う
部
首
の
形
の
代
表
形
に
よ
っ
て
、
対
象
資
料
の
部
首
の
形
を
分
類
し
て
い

く
こ
と
と
す
る
。

、
対
象
資
料
に
つ
い
て

親
鷺
聖
人
の
書
写
資
料
と
し
て
、
真
筆
で
あ
る
『
西
方
指
南
抄
』
と
親
鷺
聖
人
の
弟
子
の
書
写
で
あ
る
『
三
帖
和
讃
』
を
取
り
上
げ
る
。

対
照
資
料
と
し
て
、
前
後
の
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
書
写
本
で
、
同
じ
漢
字
片
仮
名
交
り
文
で
書
か
れ
た
仏
教
関
係
の
書
物
で
あ
る
『
打
開
集
』
、

『
法
華
百
座
間
書
抄
」
、
東
寺
観
智
院
本
『
三
宝
絵
詞
」
、
光
長
寺
本
「
宝
物
集
』
の
四
文
献
を
取
り
上
げ
る
。
以
下
に
書
写
年
次
順
に
書
誌

的
事
項
に
つ
い
て
述
べ
る
。

ー
、
「
打
開
集
』

宣
命
書
を
含
む
漢
字
片
仮
名
交
り
文
に
よ
る
仏
教
説
話
集
で
あ
る
。
紙
背
文
書
に
見
え
る
年
号
の
う
ち
最
も
新
し
い
天
永
二
年
(
一
一
一

ご
以
降
、
表
紙
に
あ
る
長
承
三
年
(
一
二
二
四
)
ま
で
の
聞
が
書
写
時
期
で
あ
り
、
こ
の
時
期
を
さ
か
の
ぼ
る
そ
う
遠
く
な
い
時
期
に
成
立

し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
表
紙
に
署
名
の
あ
る
天
台
宗
の
僧
栄
源
の
書
写
か
と
言
わ
れ
る
。
行
間
の
取
り
方
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
各
行

は
一
直
線
に
そ
ろ
っ
て
い
な
い
所
も
あ
る
。
書
体
に
は
、
か
な
り
く
ず
さ
れ
た
行
書
も
交
じ
る
。

「
或
云
釈
尊
入
滅
之
後
至
長
承
三
年
甲
寅
二
千
八
十
三
年
也

(
表
紙
)

門
栄
源
之
」

従
建
立
中
堂
戊
民
歳
至
子
長
承
三
年
甲
寅
歳
三
百
冊
七
年

桑

2
、
『
法
華
百
座
聞
書
抄
」

『
西
方
指
南
抄
』
『
三
帖
和
讃
』
に
お
け
る
親
鷺
聖
人
の
漢
字
字
体
の
特
徴
に
つ
い
て

七
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Ji、

天
仁
三
年
二
二

O
)
か
ら
行
わ
れ
た
、
般
若
心
経
、
法
華
経
等
の
説
経
の
聞
書
を
更
に
抄
出
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。
天
仁
三
年

以
降
、
大
安
寺
の
僧
都
永
の
書
写
か
と
言
わ
れ
る
。
行
聞
が
つ
ま
っ
て
お
り
、
各
行
は
ま
っ
す
ぐ
に
そ
ろ
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
書

体
に
は
行
書
も
交
じ
っ
て
い
る
。

(
官
頭
)

「
天
仁
三
年
二
月
廿
八
日
令
始
修
法
一
百
座

大
安
寺
僧
都
永
」

3
、
『
三
帖
和
讃
」

「
浄
土
和
讃
」
、
「
浄
土
高
僧
和
讃
」
、
「
正
像
末
法
和
讃
」
の
総
称
で
あ
る
。
先
の
二
つ
は
、
一
部
は
浄
土
真
宗
の
開
祖
親
鷺
の
真
筆
で
あ
る

が
、
大
部
分
は
親
鷺
の
高
弟
真
仏
の
筆
と
言
わ
れ
て
い
る
。
初
稿
本
の
成
っ
た
宝
治
二
年
(
一
二
四
八
)
正
月
か
ら
、
建
長
七
年
(
一
二
五
五
)

四
月
の
奥
書
を
も
っ
再
稿
本
の
書
か
れ
た
聞
に
書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
正
像
末
法
和
讃
」
は
先
の
二
つ
と
は
成
立
も
別
で
筆
跡
も
異

な
る
と
言
わ
れ
る
。
旧
表
紙
裏
に
「
釈
覚
然
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
覚
然
筆
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
奥
書
に
よ
れ
ば
成
立
し
た
正
嘉
元
年

(
一
二
五
七
)
以
降
の
書
写
で
あ
る
。
行
数
は
そ
ろ
っ
て
お
り
、
一
字
一
字
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
る
。

愚
禿
親
鷺
臥
針
書
之
」

(
奥
書
)

「
正
嘉
元
年
丁
巳
壬
三
月
一
日

4
、
『
西
方
指
南
抄
』

法
然
上
人
の
行
状
記
、
法
語
、
消
息
等
を
集
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
奥
書
に
よ
れ
ば
康
元
元
年
(
一
二
五
六
)
、
親
鷺
八
十
五
歳
の
頃
の
書

写
で
あ
る
。
行
数
は
そ
ろ
っ
て
い
る
が
、
『
三
帖
和
讃
』
と
比
べ
る
と
、
や
や
く
ず
さ
れ
た
字
で
書
か
れ
て
い
る
。

(
奥
書
)
「
康
元
元
丁
巳
正
月
二
日
書
之
愚
禿
親
鷲
一
幹
」
(
上
本
)

「
康
元
元
年
間
十
月
十
三
日
愚
禿
親
鷺
臥
酎
書
之
」
(
上
末
)

「
康
元
元
年
間
十
月
十
四
日
愚
禿
親
鷺
幹
書
写
之
」
(
中
末
)



「
康
元
元
丙
辰
十
月
叶
白
書
之

愚
禿
親
鷺
監
ん
」
(
下
本
)

愚
禿
親
鷺
臥
断
書
之
」
(
下
末
)

「
康
元
元
丙
辰
十
一
月
八
日

5
、
東
寺
観
智
院
本
「
三
宝
絵
詞
』

永
観
二
年
(
九
八
四
)
、
源
為
憲
が
冷
泉
天
皇
第
二
皇
女
尊
子
内
親
王
に
出
家
を
勧
め
る
書
と
し
て
奉
っ
た
仏
教
説
話
集
で
あ
る
。
奥
書
に

よ
れ
ば
、
文
永
十
年
(
一
二
七
三
)
、
三
善
朝
臣
の
書
写
で
あ
る
。
上
巻
と
、
中
・
下
巻
と
の
聞
に
は
表
記
の
上
で
著
し
い
差
異
が
認
め
ら
れ
、

上
巻
は
、
自
立
語
は
漢
字
で
記
し
、
片
仮
名
宣
命
体
と
な
っ
て
い
る
。
行
数
は
そ
ろ
っ
て
お
り
、
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
る
。
書
体
は
行
書
も

交
じ
っ
て
い
る
。
(
本
稿
で
は
上
巻
ま
で
を
調
査
し
て
い
る
。
)

「
文
永
十
年
八
月
八
日
時
時
未
刻
書
写
了
戸
部
二
千
石
三
善
朝
臣
(
花
押
)
」

(
奥
書
)

6
、
光
長
寺
本
『
宝
物
集
』

奥
書
に
よ
れ
ば
、
弘
安
十
年
(
一
二
八
七
)
、
日
蓮
宗
の
僧
日
春
の
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
仏
教
説
話
集
で
あ
る
。
行
間
の
取
り
方
に
は
、

ぱ
ら
つ
き
が
あ
り
、
各
行
は
ま
っ
す
ぐ
に
整
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
書
体
に
は
行
書
が
交
じ
る
。
巻
一
の
み
の
零
本
で
あ
る
。

「
弘
安
十
年
一
時
ぜ
一
月
一
白
書
了
釈
日
春
」

(
奥
書
)

以
上
の
六
文
献
は
、
一
一
一

O
年
頃
か
ら
一
二
八
七
年
に
亘
る
院
政
・
鎌
倉
時
代
に
書
写
さ
れ
た
、
仏
教
関
係
の
説
話
集
、
和
讃
、
法
然

上
人
の
行
状
記
等
で
あ
り
、
漢
字
片
仮
名
交
り
文
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、

3
の
『
三
帖
和
讃
』
は
親
鷺
筆
で
は
な
い
が
、
親
鷺
筆

の
『
西
方
指
南
抄
』
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
、
漢
字
字
体
の
特
徴
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
尚
、
-
⑪
、

2
@、
3
⑪、

4
@、
5
@、

6
⑧
と
資
料
名
を
略
す
こ
と
と
す
る
。

『
西
方
指
南
抄
』
『
三
帖
和
讃
』
に
お
け
る
親
鷺
聖
人
の
漢
字
字
体
の
特
徴
に
つ
い
て

一
三
九
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四
O 

四
、
調
査
結
果

次
に
、

ω木
偏
と
手
偏
、

ω竹
冠
と
草
冠
、

ω弓
偏
と
方
偏
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
資
料
ご
と
に
調
査
結
果
を
記
す
。

ω木
偏
と
手
偏

①
木
偏

〔表
1
〕
打
開
集

d c a C1ii 才オオ
3 村

1 杖

1 松

1 キ王

1 林

2 枝

1 杷

1 枇

1 桂

2 栴

2 相h

4 樹

2 橋

1 檀

1-3 棲

3- キL

7- 極

3- 構

1- 権

19-30- f葉

19-45-26 合計(字)
」

L一一一

〔
表
2
〕
法
華
百
座
聞
書
抄

d c b a じ揺才才才キ
1 杖

2 林

1 枝

1 桃

1 桶

9 8 ネ艮

2- 2 2 楊

1-1 1 樹

1 柱

1 棲

1 機

l 檀

1- 松

1- 析

1- 栴

4- 1葉

2- 極

2-10-16 17 合計(字)



校

林

権

合計(字)

栴

極

棲

結J

傍

機

13 

37 

1 

4 

6 

1 

1 

2 

7 

2 

〔
表
4
〕
西
方
指
南
抄

c a [fii 才オ
10 林

1 松

48 根

2 梅

1 杉b

1 傍

47 機

2 橋

3 横

4 檀

10 権

3 棲

1-82 極

1-1 8 樹

1- 模

2- f葉

1- 概

6-1 222 合計(字)

〔表
5
〕
三
宝
絵
詞

d c b a !万才オ才オ
1 松

2 枯

4 キ艮

1 株

1 桂

1 橋

1-2 11 中本

2- 1 杖

1- 2 校

1- 1 檀

7- 1 格1

3- 5 檀

1- 2 2 村

1- 朽

1- 柄

1- 栖

2- 極

4- 干高

2- 権

1-126-4 33 合計(字)

『
西
方
指
南
抄
』
『
三
帖
和
讃
』
に
お
け
る
親
鴛
聖
人
の
漢
字
字
体
の
特
徴
に
つ
い
て

四



鎌

倉

時

1~ 

三五
口口

研

りh
7u 

〔表
6
〕
宝
物
集

四

.， a 

才オ オ
2 松

1 根

1 橘

1- l 棲

3-3- 1 檀

7- 1 栴

1- f高

1- 1- 楊

1- 杖

1- 把

1- 棟

1- 椅

4- 極

1- 傍

1- 模

3- 槌

3- 様

1- 樹

1- 検

1- 権

30-1 6 -1 7 合計(字)

(
注
)

-
印
は
手
偏
で
書
か
れ
て
し
る
用
例
を
示
す

〔表
7
〕
資
料
別
に
見
た
用
例
字
数
(
木
偏
)

ぷ計口与
d c b a fjj ! 才才才オ

90 
19-45- 26 ⑪ 

21 50 29 

45 
2-10-16 17 @ 

ーーーーー ー，ー-- -・・--
4 22 36 38 

37 
37 @ 
-・・ー.
100 

228 
6- 222 @ 

ーー--- -ー・--
3 97 

64 
グ26- 4 I 33 @ 
-・・・ー -----
2 I 41 6 52 

43 
30- 6- 7 @ 

-・・--
70 14 16 

(
注
)

上
段
が
用
例
字
数
、
下
段
は
各
資
料
内
で
の
割
合
(
%
)
を
一
示
す
0

・
印
は
手
偏
で
書
か
れ
て
い
る
用
例
を
示
す
。

〔
グ
ラ
フ
1
〕

資
料
別
に
見
た
部
首
の
形
の
割
合
(
木
偏
)

オキ才

(
注
)

上
欄
の
〔
表
7
〕
の
用
例
字
数
の
割
合
(
%
)
を
も
と
に
し
て
い
る
。



「
打
開
集
』
で
は
、
全
字
数
別
字
の
う
ち
口
%
を
占
め
る
臼
字
が
手
偏
で
書
か
れ
て
い
る
。
同
様
に
、
『
法
華
百
座
間
書
抄
』
で
は
お
%
、

『
三
宝
絵
詞
』
で
は
必
%
、
『
宝
物
集
」
で
は
剖
%
の
字
が
手
偏
(
〔
オ
〕
か
〔
ナ
〕
)
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
「
三
帖
和
讃
』
は
、

手
偏
で
書
か
れ
る
も
の
は
一
例
も
な
く
、
全
用
例
が
木
偏
〔
キ
〕
で
統
一
さ
れ
、
『
西
方
指
南
抄
」
は
肝
%
が
木
偏
で
書
か
れ
て
い
る
。
他
資

料
で
は
手
偏
で
書
か
れ
る
こ
と
が
普
通
で
あ
る
「
極
、
擢
」
も
、
木
偏
で
書
か
れ
て
い
る
。
(
た
だ
し
「
西
方
指
南
抄
』
に
一
例
例
外
が
あ
る
。
)

ま
た
、
二
資
料
を
比
較
す
る
と
、
『
西
方
指
南
抄
』
は
手
偏
で
統
一
し
て
書
か
れ
る
字
も
あ
り
、
『
三
帖
和
讃
』
と
は
異
な
る
様
相
を
示
し
て

い
る
。
こ
れ
は
書
写
者
の
違
い
に
よ
る
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
表
8
〕
手
偏
で
書
か
れ
る
こ
と
の
あ
る
木
偏
の
字

楊 杖 栴 模 構 様 樹 棲 極 権1fii 
キ キ ④ ⑮ キ Jえ;④ ④ ⑪ 

;:t; キ ④ ⑧ ;;1; キ ④ @ 

4 キ キ キ キ @ 

④ ④ ，'J; ;;1; キ ⑮ 

;:t; ④ ;f; ; :t ; ④ ④ ⑮ 

⑮ ④ 。、才〉 ④ ④ ① " :t ; ③ ④ @ 

(
注
)

O
印
で
囲
ん
だ
も
の
は
、
全
用
例
が
手
偏
で
書

か
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

。
印
で
囲
ん
だ
も
の
は
、
手
偏
で
書
か
れ
る
用

例
と
木
偏
で
書
か
れ
る
用
例
と
両
方
存
す
る
こ

と
を
一
示
す
。

一
資
料
の
み
に
用
例
が
存
す
る
字
を
除
く
。

『
西
方
指
南
抄
』
『
三
帖
和
讃
』
に
お
け
る
親
鷺
聖
人
の
漢
字
字
体
の
特
徴
に
つ
い
て

一
四
三



鎌

倉

時

代

三五
日口

研

りb
7L 

四
四

檀

オ

オ

企勾一⑧一純一

手
偏
で
書
か
れ
る
字
の
種
類
を
見
る
と
、
「
権
、
極
、
様
、
構
、
模
」
は
全
用
例
が
手
偏
で
統
一
し
て
書
か
れ
る
資
料
が
多
い
。
そ
の
中
で
、

『
三
帖
和
讃
』
、
「
西
方
指
南
抄
」
は
こ
れ
に
反
し
、
木
偏
で
統
一
さ
れ
た
り
、
木
偏
で
書
か
れ
る
用
例
が
存
し
た
り
す
る
。
「
様
」
は
『
干
禄

字
書
」
、
『
類
東
名
義
抄
」
、
『
同
文
通
考
』
に
、
「
極
」
は
『
類
東
名
義
抄
」
に
手
偏
が
異
体
で
あ
る
と
い
う
記
載
が
あ
る
。

②
手
偏

〔表
9
〕
打
聞
集

b c d 

ヲ五キオ才
10-2 打

1- tB 

1- 抜

5- 投

13- 持

1- 授

1- 推

5- 捨

2- 掘

1- 捧

1- 撰

1-10- 指

1-51-2 合計(字)

〔
表
叩
〕
法
華
百
座
聞
書
抄

b c d rzi キオ才
1 跡

9- 十寺

1- tm 
6- 授

3- 提

3- 撮

1 n 
1 22 l 合計(字)

〔
表
口
〕
三
帖
和
讃

c d 

71ti オ才
1 指

1 授

1- 抄

1- 持

1- 拾

1- 接

18- 提

3- j事

14- 掻

3グ 2 合計(字)



〔
表
ロ
〕
西
方
指
南
抄

c d 

オ才
1-5 抄|
5- l 按

14- l 接

6- 1 捻

1- 打

3- 抑

3- 抜

2- 披

1- 排

11- 指

53- 持

2- 技

1- 振

1t 拾

1- 掠

2- 採

4- 推

4- 揚

2- 授

31- 提

2- 損

6- ;庭
4- j票

8- 揮

46- 撮

22 ヂ 8 合計(字)

〔
表
日
〕
三
宝
絵
詞

b cl 

t1ii キオ才
20-3 捨

5-1 1 授

1- 挟

3- 投

5- 折

1- 押

1- 抽

1- t弗
2- 抜

2- 拘

1- 拭

3- 拾

13- 持

1- 指

5- 振

4- 捕

1- 捧

1- 掃

1- 推

4- 提

1- 損

1- t受
1- 擢

2- 撰

1- 撲

1 4- 打

1 85-4 合計(字)

〔表
M
〕
宝
物
集

c d P通オ才
l 抄

1 抑

4 拾|
2 指

3 振

3 提

1 縫

1-2 持

1-2 捨

1- 抜

3-19 合計(字)

(
注
)

-
印
は
〔

4
(
c形
)
〕
で
書
か
れ
て
い
る
用
例
を
示
す
。

『
西
方
指
南
抄
』
『
三
帖
和
讃
』
に
お
け
る
親
鷲
聖
人
の
漢
字
字
体
の
特
徴
に
つ
い
て

一
四
五
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〔
表
白
〕
資
料
別
に
見
た
用
例
字
数
(
手
偏
)

~1*lili京
541 1 51-' 2 

⑪ 
2 94 4 

22-241 1 1 
@ 

4 92 4 

41 3グ 2 
⑩ 

-ーーーー 『・・・・

95 5 

235 22ヂ 8 
@ 

--ーー ー----・

」97 3 

901 1 85-1 4 
骨

2 1 9 
-・ ーーーーー

41 4 

22 3-119 
@ 

14 1 86 

(
注
)

上
段
が
用
例
字
数
、
下
段
は
、
各
資
料
内
で
の
割
合
(
%
)
を
示
す
。
-
印
は
〔
才
(
C

形
)
)
で
書
か
れ
て
い
る
用
例
を
示
す
。

一
四
六

〔
グ
ラ
フ
2
〕

資
料
別
に
見
た
部
首
の
形
の
割
合
(
手
偏
)

才イ

注(%)100

上
欄
の
〔
表
日
〕
の
用
例
字
数
の
割
合
(
%
)
を
も
と
に
し
て
い
る
。

『
打
開
集
」
で
は
、
全
字
数
日
字
の
う
ち
倒
%
を
占
め
る
日
字
が
〔
オ
〕
で
書
か
れ
、
現
代
の
手
偏
の
形
〔
ナ
〕
と
異
な
っ
た
も
の
が
多
数

を
占
め
る
。
同
様
に
、
『
法
華
百
座
聞
書
抄
』
の
但
%
、
『
三
帖
和
讃
」
の
何
%
、
『
西
方
指
南
抄
』
の
貯
%
、
『
三
宝
絵
詞
」
の
倒
%
が
〔
オ
〕

(7) 

で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
『
宝
物
集
」
で
は
、
現
代
の
手
偏
の
形
と
同
じ
〔
ナ
〕
が
剖
%
を
占
め
、
他
の
資
料
と
は
異
な
る
様
相
を

(B) 

示
す
。
こ
の
時
期
(
鎌
倉
時
代
後
期
)
こ
ろ
か
ら
〔
オ
〕
↓
〔
ナ
〕
と
い
う
手
偏
の
形
の
変
化
が
見
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
手
偏
に
つ
い

て
は
、
『
三
帖
和
讃
』
、
『
西
方
指
南
抄
」
に
関
わ
る
特
徴
的
な
事
象
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
こ
で
、
木
偏
と
手
偏
の
書
か
れ
方
に
つ
い
て
、
〔
表
7
〕
と
〔
表
日
〕
と
を
比
較
す
る
。
調
査
し
た
資
料
の
中
で
は
、
本
来
木
偏
で
あ
る

べ
き
字
が
手
偏
で
書
か
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
の
逆
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
『
三
帖
和
讃
』
、
「
西
方
指
南
抄
』
に
お
い
て
は
、
木
偏
は
〔
キ
〕
、

手
偏
は
〔
オ
〕
と
区
別
が
明
確
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
『
西
方
指
南
抄
』
に
は
少
数
の
例
外
が
見
ら
れ
た
。
『
宝
物
集
』
の
手
偏
の
書
か
れ
方

は
他
資
料
と
異
な
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
木
偏
の
書
か
れ
方
と
も
関
連
し
、
木
偏
の
字
が
手
偏
の
形
で
書
か
れ
る
場
合
も
〔
ナ
〕

が
多
用
さ
れ
て
い
る
。



ω竹
冠
と
草
冠

①
竹
冠

〔
表
団
〕
打
間
集

b c a |!?急ホ
~ ...，. 内事V) 

23 《内・

l 筆

1 'lW 

4 キ府目

2 龍

11 1ヂ 3- 等

d' タ~

11 3t 3-131合計閉|

〔
表
口
〕
法
華
百
座
聞
書
抄

( b a !?ii ホ わ
~ 内~) ) 

1 """ー

1 筆

1 1- 第

3- タEコE 

6 等

6 1 4-2 合計(字)

"""・

算

合計(字)

第

等

筏

19 

28 

1 

6 

l 

l 

〔
表
四
〕
西
方
指
南
抄

e c a ij1ii .H-キ# 々~

3 六《・

3 笠

52 第

7 箇

1 筆

114 等

1 筏

4 算 l
1 範

4 節

8 簡

1 音量

4-23- タEコE 

4-23-199 合計(字)

『
西
方
指
南
抄
』
『
三
帖
和
讃
』
に
お
け
る
親
鷺
聖
人
の
漢
字
字
体
の
特
徴
に
つ
い
て

一
四
七
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時

代
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研

究

四
J~、

〔
表
却
〕
三
宝
絵
詞

〔
表
泣
〕
資
料
別
に
見
た
用
例
字
数
(
竹
冠
)

対ヲ
( d c a :fii ホ # +t- 唱々V) 

1 六#

6 箭

1 篠

2-

2ヂ 2- 答 l

10 4- 等

2 第

2 10 2f 8-8 合計(字)
」一一一__1 -------.ll.一一 L一一一一一ー 一ーー

ぷ言E』十3 
4Ad4‘ L C b 

a 

t1j 内~
寸"'" 
-41-

68 
3ヂ 31 

⑪ 

54 46 • 6 4 
2 
@ 

ー・---67 33 

28 
28 
@ 

100 

226 
2ヂ199 

@ 

12 88 

43 
35- 8 

⑮ 
81 19 • 11 2 
9 
@ 

18 82 

(
注
)

上
段
が
用
例
字
数
、
下
段
は
各
資
料
内
で
の
割
合
(
%
)

を
示
す
。
-
印
は
草
冠
で
書
か
れ
て
い
る
用
例
を
示
す
。

〔
表
幻
〕
宝
物
集

〔
グ
ラ
フ
3
〕

資
料
別
に
見
た
部
首
の
形
の
割
合
(
竹
冠
)

( 

対ァ
c a F4 ホ
品ι内~) 

6 笠

1 箕

l 範

2- 1 節

1 第

5 等

5 1 2- 9 合計(字)

a 
拘守

(%) (
注
)

右
欄
の
〔
表
明
μ
〕
の
用
例
字
数
の
割
合
を
も
と
に
し
て
い
る
。

(
注
)

-
印
は
草
冠
で
書
か
れ
て
い
る
用
例
を
一
示
す
。



「
打
開
集
』

で
は
、
全
字
数
回
字
の
う
ち
日
%
に
あ
た
る
幻
字
が
草
冠
で
書
か
れ
て
い
る
。
同
様
に
、
『
法
華
百
座
聞
書
抄
」
で
は
訂
%
、

『
三
宝
絵
詞
」
で
は
但
%
が
草
冠
(
〔
ご
や
〔
斗
〕
)
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
『
三
帖
和
讃
』
は
草
冠
で
書
か
れ
る
も
の
は
一
例
も

な
く
、
全
用
例
が
竹
冠
〔
俳
〕
で
統
一
さ
れ
、
『
西
方
指
南
抄
』
は
回
%
が
竹
冠
で
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
二
資
料
を
除
く
他
の
資
料

で
は
、
「
第
」
は
〔
分
〕
、
「
等
」
は
〔
ホ
〕
と
略
字
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
「
宝
物
集
」
で
草
冠
で
書
か
れ
る
字
の
割
合
が
小
さ
く
な

っ
て
い
る
の
は
、
略
字
の
使
用
が
多
い
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
『
三
帖
和
讃
』
、
『
西
方
指
南
抄
」
で
は
、
「
第
、
等
」
が
略
字
で
書
か
れ
る

こ
と
は
一
例
も
な
い
。
こ
の
二
資
料
を
比
較
す
る
と
、
『
西
方
指
南
抄
」
に
は
、
「
答
」
の
字
に
限
り
草
冠
で
書
か
れ
る
と
い
う
例
外
が
存
す

る
。
た
だ
し
「
三
帖
和
讃
』
に
は
「
答
」
の
字
が
存
し
な
い
た
め
、
「
答
」
の
字
に
関
す
る
比
較
は
で
き
な
い
。

草
冠
で
書
か
れ
る
字
の
種
類
を
み
る
と
、
「
等
、
第
、
答
、
筋
」
は
全
用
例
が
草
冠
で
書
か
れ
て
い
る
資
料
が
多
い
。
そ
の
中
で
、
「
三
帖

和
讃
」
、
『
西
方
指
南
抄
』
は
こ
れ
に
反
し
、
竹
冠
で
統
一
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
(
『
西
方
指
南
抄
」
の
「
答
」
の
字
を
除
く
。
)
「
等
」
「
節
」

は
『
干
禄
字
書
』
、
「
類
緊
名
義
抄
」
に
、
「
第
」
は
『
干
禄
字
書
」
に
、
「
筋
」
は
「
類
緊
名
義
抄
」
に
草
冠
が
異
体
で
あ
る
と
い
う
記
載
が

あ
る
。〔
表
幻
〕
草
冠
で
書
か
れ
る
こ
と
の
あ
る
竹
冠
の
字

筋 労EヨE 節 第 等日
④ ⑧ ⑪ 

④ ④ @ 

.... .々. @ 

⑧ .... 内今 .... @ 

@ ⑧ @ ⑮ 

' .. ん、s @ 

(注

)
O印
で
囲
ん
だ
も
の
は
、
全
用
例
が
草
冠
で
書

か
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

。
印
で
囲
ん
だ
も
の
は
、
竹
冠
で
書
か
れ
る
用

例
と
草
冠
で
書
か
れ
る
用
例
と
両
方
存
す
る
こ

と
を
示
す
。

『
西
方
指
南
抄
』
『
三
帖
和
讃
』
に
お
け
る
親
鷺
聖
人
の
漢
字
字
体
の
特
徴
に
つ
い
て

四
九



鎌

倉

時

代

語

研

'プヤ司E

/u 

一五

O

②
草
冠

〔
表
剖
〕
打
開
集

b c 

|五.)L キー』

9 * ・1
1 7下

7 草

l 主仁主コ

9 落

1 葬

1 蓑

2 蓮

2 薗

1 薩

21 蔵

1 蘭

11-2 若

5-6 薬

8- 花

1- 蕊

6- 著

1- 蓋

32-64 合計(字)

*
1
「
菩
薩
」
の
抄
物
書

*
2
「
菩
提
」
の
抄
物
書

〔
表
お
〕
法
華
百
座
間
書
抄

b c 71ii .)L キ1-

1 亡

36 芥

1 芙

10 7下

2 苦

1 廷

1 苑

1 菩

1 華

3 葉

1 蓉

19 蓮

1 濫

2 薩

1 薗

11 蔵

4 窺

12 薬

1-1 9 草

83- 花

24- 若

108-117 合計(字)

〔
表
部
〕
三
帖
和
讃

c e d rzi ~‘ ...，・ # 

3 若

5 苦

3 華

1 葉

10 1 29 菩

4 1 1 荘

8 1 19 薩

3 6 高

3 1 蔵

28 4 67 合計(字)



〔
表
幻
〕
西
方
指
南
抄

b c e Pii .I.t. # -41・

1 草

1 慕

3 5 苦

53 45 菩

4 1 言莞金ミ書

8 1 薫

36 4 蔵

2 花

1 荷

1 菓

48 華

8 荘

1 高

5 葬

1 葛

11 蓮

2 墓

2 薄

2 薗

4 薬

1 藤

1 蘇

13-14 2 若

6-66 1 薩

1- 著

20-274 61 合計(字)

〔
表
部
〕
三
宝
絵
詞

b c 四.I.t. # 
16 芥

2 芥

1 芳

6 n 下
1 苑

22 苦

9 草

3 荒

1 荷

l 室

3 廷

2 莫

10 菓

8 菜

6 苓

16 落

l 葬

7 蓮

1 蘇

1 薗

3 薬

11-10 花

42- 1 若

3-1 1 葉

8- 著

1- 蓋

1- 薦

1- 蔵

1- 蘇

68-132 合計(字)

『
西
方
指
南
抄
』
『
三
帖
和
讃
』
に
お
け
る
親
鷺
聖
人
の
漢
字
字
体
の
特
徴
に
つ
い
て

一
五



長

倉

時

一語

研

り恒
プL

代

{
表
泊
〕
宝
物
集

111 

藤

薬

蔵

藍

草
一
菊

高

藁

薩

奮

~・

百

菌

蒙

1 111 

213 

1 

1 

l 

l 

2 

511 

112 

111 

212 

1 

A
(
b
形
)

で
書
か
れ
て

い
る
用
例
を
示
す
。

111 

1 

五

葉
一
華

花

若
一
茂
='j  

合計(字)

蘭

t巳

荘

"tt 

莱

36 

i1' 

6 

16-131 

6 

1 

1 

1 

6 

1 

12-

-2 • 2 

ぷ計』 c 妙!b # 

( 寸)ε全一ァ
.，)4 c 

.H・品

96 
32- 64 

⑪ 

33 67 

225 
108-117 

@ 

48 52 

28 71 
⑫ 99 

28 72 

20-273 61 
@ 354 

6 77 17 

68-132 
⑮ 200 

34 66 

1t 67 
@ 83 

19 81 

〔
表
却
〕
資
料
別
に
見
た
用
例
字
数
(
草
冠
)

〔
グ
ラ
フ
4
〕

#梓
e 

.H・

(
注
)

上
欄
の
〔
表
初
〕
の
用
例
字
数
の
割
合
(
%
)
を
も
と
に
し
て
い
る
。

上
段
が
用
例
字
数
、
下
段
は
各
資
料
内
で
の
割
合
(
%
)
を
示
す
。
-
印
は
〔

A
(
b

形
〕
で
書
か
れ
て
い
る
用
例
を
示
す
。

「
三
帖
和
讃
」
、
『
西
方
指
南
抄
』
に
特
徴
的
な
の
は
、
他
資
料
に
は
見
ら
れ
な
い
四
画
で
書
か
れ
た
〔
材
、
特
〕
が
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。

持
に
、
『
三
帖
和
讃
」
で
は
全
字
数

ω字
の
う
ち

η
%を
占
め
る

n字
が
〔
付
、
件
〕
で
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
二
一
帖
和
讃
」
に
は
、
他

資
料
に
は
見
ら
れ
る
〔
品
〕
で
書
か
れ
た
字
が
存
し
な
い
。
さ
ら
に
、
「
打
開
集
』
、
『
法
華
百
座
聞
書
抄
」
、
三
二
宝
絵
詞
」
、
『
宝
物
集
」
に
は
、



「
菩
薩
」
、
「
菩
提
」
の
抄
物
書
で
あ
る
「
芥
」
、
「
芥
」
が
存
す
る
が
、
『
三
帖
和
讃
」
、
『
西
方
指
南
抄
』
で
は
、
抄
物
書
で
書
か
れ
て
い
な
い
。

『
三
帖
和
讃
』
と
『
西
方
指
南
抄
」
と
を
比
較
す
る
と
、
『
三
帖
和
讃
」
の
み
に
四
画
の
草
冠
の
中
の
〔
仲
〕
が
見
ら
れ
る
。
例
外
で
あ
る
四

例
の
〔
件
〕
は
全
て
「
浄
土
和
讃
」
の
中
の
用
例
で
あ
り
、
所
在
に
偏
り
が
見
ら
れ
る
。

例
は
存
し
な
い
。
ま
た
、
〔
品
〕
で
書
か
れ
た
例
も
存
す
る
。

一
方
、
「
西
方
指
南
抄
』
に
は
〔
付
〕
で
書
か
れ
た

〔
品
〕
で
書
か
れ
る
字
の
種
類
を
見
る
と
「
若
、
花
、
著
、
蓋
」
は
、
全
用
例
が
〔
品
〕
で
書
か
れ
て
い
る
資
料
が
多
い
。
こ
の
中
で
、
『
三

帖
和
讃
』
は
こ
れ
に
反
し
「
若
」
も
〔
仲
〕
で
書
か
れ
て
い
る
。
「
若
」
の
字
に
つ
い
て
は
、
よ
く
似
た
形
の
「
苦
」
は
〔
ご
で
書
か
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
草
冠
の
形
に
よ
り
「
若
」
と
「
苦
」
と
の
字
の
区
別
を
明
確
に
す
る
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
表
お
〕
〔
品
(
b
形
)
〕
で
書
か
れ
る
こ
と
の
あ
る
草
冠
の
字

蓋 著 花 若号
④ ④ @ a‘ ⑪ 

④ ④ @ 

争4ト @ 

@ ..... @ 

④ ④ ..... ..... ⑮ 

..... ④ @ 

(
注
)

O
印
で
囲
ん
だ
も
の
は
、
全
用
例
が
〔

A
(
b

形
)
〕
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

一
資
料
の
み
に
用
例
が
存
す
る
字
を
除
く
。

こ
こ
で
、
竹
冠
と
草
冠
の
書
か
れ
方
に
つ
い
て
、
〔
表
泣
〕
と
〔
表
却
〕
と
を
比
較
す
る
。
調
査
し
た
資
料
の
中
で
は
、
本
来
竹
冠
で
あ
る

そ
の
逆
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
『
三
帖
和
讃
』
で
は
、
竹
冠
は
〔
俳
〕
、
草
冠
は
〔
叶
、

べ
き
字
が
草
冠
で
書
か
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
、

特
〕
と
区
別
が
明
確
で
あ
っ
た
。

ω弓
偏
と
方
偏

①
弓
偏

4炉、

『
西
方
指
南
抄
』
『
三
帖
和
讃
』
に
お
け
る
親
鷺
聖
人
の
漢
字
字
体
の
特
徴
に
つ
い
て

一
五
三



1 b a tfii / ， ， 
1 ヲ|

10 日ム

l 5昆

2 2 62 5爾

2 2 74 合計(字)

f d c b a t1il 5 
1 3軍

4 9 ヲ|

5 5 弘

l 4 5呈

13 2 12 188 26 菊

13 2 12 198 45 合計(字)

〔表
M

j I h I g e ;Fii 方 }IJ
、
3 J 

7 弘

2 張

2 5呈

1 1 2 3 ヲ|

3- 1 調

3-1 1 1 2 15 合計(字)

』
向
同
門

M
悼
皆
同

品叩
Z
A
1
笥
劃

〔
表
お
〕
西
方
指
南
抄

i g e 

方
、

J 3 

l ヲ|

34- 2 12 調

3t 2 13 合計(字)

表
32 

打開集 鎮

会

E子

代

三E豆司

百

究

〔
表
お
〕
法
華
百
座
間
書
抄

五
四



〔
表
お
〕
三
宝
絵
詞

g t C1ii 、

3 J 
6 5塁

4 5 弘

4 11 調

8 22 合計(字)

〔
表
お
〕
資
料
別
に
見
た
用
例
字
数
(
弓
偏
)

ぷ計口』 j e b a 

fii ，て'f: 方

22 
3- 19 ⑪ 
-----
14 86 

49 
34- 15 @I 
69 31 

78 
2 2174 ⑩ 

3 3 94 

270 
13 212 45 @I 
ー----ーー---5 78 17 

30 
30 ⑮ 
-----
100 

4- 2 2 @ 
8 
ー・---ーーーーー50 25 25 

(
注
)
上
段
が
用
例
字
数
、
下
段
は
各
資
料
内
で
の
割
合
(
%
)
を
示
す
。
・
印
は
方
偏
で

書
か
れ
て
い
る
用
例
を
示
す
。

〔
表
幻
〕
宝
物
集

J I 11 t器方JI5
1 張

1 弼

l 5草

2- 1 弘

1- ヲ|

1- 5爾

4-1 2 2 合計(字)

(
注
)

-
印
は
方
偏
で
書
か
れ
て
い
る
用
例
を
示
す
。

〔
グ
ラ
フ
5〕

資
料
別
に
見
た
部
首
の
形
の
割
合
(
弓
偏
)

(
注
)

上
欄
の
〔
表
お
〕
の
用
例
字
数
の
割
合
(
%
)
を
も
と
に
し
て
い
る
。

「
三
帖
和
讃
』
、
『
西
方
指
南
抄
』
に
お
い
て
特
徴
的
な
の
は
、
〔
号
、

3
〕
の
よ
う
に
明
ら
か
に
弓
偏
と
分
か
る
形
で
書
か
れ
た
用
例
が
多

い
こ
と
で
あ
る
。
特
に
『
三
帖
和
讃
』
で
は
花
字
中
川
四
%
を
占
め
る
引
け
字
が
〔
コ
勺
〕
で
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
打
開
集
』
、
『
法
華
百
座
間

『
西
方
指
南
抄
』
『
三
帖
和
讃
』
に
お
け
る
親
鴛
聖
人
の
漢
字
字
体
の
特
徴
に
つ
い
て

一
五
五



鎌

倉

時

研

旬h
:;tL 

代

三五
ロ口

②
方
偏

〔
表
制
〕
資
料
別
に
見
た
用
例
字
数
(
方
偏
)

メ言E企十コh 
a b e 

t巧字 J h 方

1 ⑪ 

100 

5 4 1 @ 

80 20 

4 1- 3 @ 
----・

25 75 

26 3- 4 19 @ 
-----
12 15 73 

25 1 23 1 ⑮ 
-・・.ー ー・ーーー

4 92 4 

(
注
)

上
段
が
用
例
字
数
、
下
段
は
各
資
料
内
で
の
割
合
(
%
)
を
示
す
。

・
印
は
弓
偏
で
書
か
れ
て
い
る
用
例
を
示
す
。

L
内
同
門

M
瞳
百
同

市
叩

z
f罰
則

方合3 

-l *
支
部

〔
グ
ラ
フ
6
〕 放・

方合

施

放・

一
五
六

〔
表
拍
〕
三
宝
絵
詞

b I h I i 1 f 1 男JIJljIJI;o 
1 3 19 l 方包

1 腕

方J: 

上
欄
の
〔
表
M
〕
の
用
例
字
数
の
割
合
を
も
と
に
し
て
い
る
。

18 

1 

3-1 4 



書
抄
」
、
『
宝
物
集
』
に
は
、
方
偏
で
書
か
れ
る
用
例
が
存
す
る
が
、
『
三
帖
和
讃
』
、
『
西
方
指
南
抄
』
に
は
一
例
も
存
し
な
い
。
さ
ら
に
、
『
三

帖
和
讃
」
に
は
、
他
資
料
に
は
見
ら
れ
な
い
す
/
〕
が
存
す
る
が
、
こ
の
用
例
は
、
「
浄
土
和
讃
」
の
み
に
偏
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
『
西

方
指
南
抄
」
に
も
、
〔

3
、

3
〕
と
い
う
独
特
の
く
ず
し
方
の
弓
偏
が
見
ら
れ
た
。
全
資
料
内
で
、
弓
偏
が
方
偏
の
形
で
書
か
れ
る
こ
と
の
あ

る
字
は
、
「
引
、
弘
、
強
、
調
」
で
あ
っ
た
。
「
引
」
は
『
類
襲
名
義
抄
」
、
『
同
文
通
考
』
に
、
「
弘
、
強
、
調
」
は
『
同
文
通
考
」
に
方
偏
が

異
体
で
あ
る
と
い
う
記
載
が
あ
る
。

『
三
帖
和
讃
』
、
「
西
方
指
南
抄
」
に
見
ら
れ
る
特
徴
と
し
て
は
、
他
資
料
に
は
見
ら
れ
な
い
弓
偏
で
書
か
れ
た
用
例
が
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。

方
偏
が
弓
偏
の
形
で
書
か
れ
る
こ
と
の
あ
る
字
は
「
施
、
放
」
で
あ
っ
た
。
(
た
だ
し
「
放
」
は
支
部
で
あ
る
。
)

こ
こ
で
、
弓
偏
と
方
偏
の
書
か
れ
方
に
つ
い
て
、
〔
表
犯
〕
と
〔
表
叫
〕
と
を
比
較
す
る
。
本
来
弓
偏
で
あ
る
べ
き
字
が
方
偏
で
書
か
れ
る

こ
と
も
、
そ
の
逆
の
、
本
来
方
偏
で
あ
る
べ
き
字
が
弓
偏
で
書
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
『
三
帖
和
讃
」
、
『
西
方
指
南
抄
』
に
お
い

て
は
、
方
偏
が
弓
偏
で
書
か
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
の
逆
は
な
く
、
『
打
開
集
』
、
「
法
華
百
座
聞
書
抄
』
に
お
い
て
は
、
弓
偏
が
方
偏
で
書

か
れ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
の
逆
は
な
い
。

玉
、
ま
と
め
と
今
後
の
課
題

以
上
の
調
査
結
果
よ
り
、
『
三
帖
和
讃
』
、
『
西
方
指
南
抄
』
に
お
い
て
見
ら
れ
る
、
親
鷺
聖
人
の
漢
字
字
体
の
特
徴
を
述
べ
る
。

木
偏
の
字
に
つ
い
て
は
、
同
時
代
の
他
資
料
で
は
特
定
の
字
(
「
極
、
権
」
等
)
が
手
偏
の
形
で
書
か
れ
て
い
る
中
で
、
木
偏
で
統
一
的
に
書

か
れ
る
と
い
う
特
徴
が
認
め
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
親
鷺
筆
「
西
方
指
南
抄
」
で
は
少
数
の
例
外
が
あ
っ
た
。

手
偏
の
字
に
つ
い
て
は
、
特
徴
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
手
偏
の
書
か
れ
方
は
、
院
政
期
の
写
本
と
同
じ
〔
オ
〕
で
あ
り
、
鎌

倉
時
代
後
期
頃
か
ら
見
ら
れ
る
〔
ナ
〕
で
は
な
い
こ
と
を
記
し
て
お
く
。

竹
冠
の
字
に
つ
い
て
は
、
同
時
代
の
他
資
料
で
は
特
定
の
字
(
「
等
、
第
」
等
)
が
草
冠
の
形
で
書
か
れ
て
い
る
中
で
、
竹
冠
で
統
一
的
に
書

『
西
方
指
南
抄
』
『
三
帖
和
讃
』
に
お
け
る
親
鷺
聖
人
の
漢
字
字
体
の
特
徴
に
つ
い
て

一
五
七



鎌

倉

時

代

三五
口口

研

究

一
五
八

か
れ
る
と
い
う
特
徴
が
認
め
ら
れ
た
。
但
し
、
親
鷺
筆
『
西
方
指
南
抄
』
で
は
「
答
」

の
字
に
限
り
、
草
冠
で
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
例
外

が
あ
っ
た
。

草
冠
の
字
に
つ
い
て
は
、
他
資
料
に
は
な
い
四
画
の
〔
材
、
什
〕
で
書
か
れ
る
字
が
存
す
る
と
い
う
特
徴
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
特
徴
は
、

親
鴛
の
弟
子
筆
『
三
帖
和
讃
」
で
よ
り
顕
著
に
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
「
三
帖
和
讃
」
で
は
〔
品
〕
が
一
例
も
使
用
さ
れ
ず
、
『
西
方
指
南
抄
』

で
も
少
数
例
し
か
存
し
な
か
っ
た
。

弓
偏
の
字
に
つ
い
て
は
、
同
時
代
の
他
資
料
で
は
方
偏
で
書
か
れ
る
字
が
存
す
る
中
で
、
弓
偏
で
統
一
的
に
書
か
れ
る
と
い
う
特
徴
が
認

め
ら
れ
た
。
特
に
『
三
帖
和
讃
」
で
は
明
確
に
弓
偏
と
分
か
る
〔
弓
〕
が
多
数
を
占
め
て
い
た
。

方
偏
の
字
に
つ
い
て
は
、
他
資
料
に
は
見
ら
れ
な
い
、
方
偏
が
弓
偏
で
書
か
れ
る
字
が
存
す
る
と
い
う
特
徴
が
認
め
ら
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
親
鷲
聖
人
と
そ
の
弟
子
の
書
写
資
料
は
、
同
時
代
に
書
写
さ
れ
た
他
資
料
に
比
べ
て
特
殊
な
様
相
を
示
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
『
干
禄
字
書
」
、
観
智
院
本
『
類
東
名
義
抄
」
と
い
っ
た
当
時
日
本
に
存
在
し
て
い
た
古
辞
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
正
字
の
規
範
と
よ

(9) 

く
一
致
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
特
徴
は
『
三
帖
和
讃
」
に
お
い
て
、
よ
り
顕
著
に
認
め
ら
れ
た
。
漢
字
の
使
用
や
仮
名
遣
い
等
、

表
記
に
関
す
る
一
定
の
規
範
意
識
を
も
っ
て
い
た
親
鷺
は
、
漢
字
の
字
体
に
つ
い
て
も
何
ら
か
の
依
る
べ
き
規
範
に
従
お
う
と
し
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
親
鷺
聖
人
書
写
「
西
方
指
南
抄
」
と
、
そ
の
弟
子
の
書
写
『
三
帖
和
讃
』
と
で
は
や
や
異
な
る
様
相
を
示
し
て

い
た
た
め
、
他
の
親
鷺
真
筆
の
資
料
を
調
査
し
、
『
三
帖
和
讃
』
の
方
が
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
点
と
も
関
連
づ
け
て
、
親
鷺
の
漢
字

字
体
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
親
鷺
の
依
拠
し
た
規
範
は
何
な
の
か
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
部
首
の
書

か
れ
方
と
い
う
観
点
か
ら
だ
げ
で
な
く
、
他
の
漢
字
に
つ
い
て
も
調
査
し
、
親
鷺
聖
人
の
漢
字
字
体
の
特
異
性
の
全
体
像
を
見
出
し
て
い
き

一，、、
A
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〈注〉
(
1
)

拙
稿
「
『
干
禄
字
書
」
に
お
け
る
正
字
・
異
体
字
関
係
の
類
型
に
つ
い
て
」
(
国
文
学
致
問
平
3
・
ロ
)

(
2
)

山
本
秀
人
「
漢
字
字
体
の
一
問
題
|
院
政
・
鎌
倉
時
代
書
写
の
片
仮
名
文
に
お
け
る
木
偏
と
手
偏
に
つ
い
て
|
」
(
福
岡
教
育
大
学
紀
要
位
平
4
・
2
)

(
3
)

金
子
彰
「
親
官
聖
人
遺
文
の
表
記
研
究
ω
|
白
書
簡
に
診
け
る
語
の
漢
字
表
記
を
主
と
し
て
l
」
(
新
潟
大
学
教
育
学
部
長
岡
分
校
研
究
紀
要
お
昭
日
・
3
)

(
4
)

『
干
禄
字
書
」
は
中
国
、
唐
代
に
成
立
、
書
写
さ
れ
た
も
の
を
石
刻
し
た
も
の
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
字
体
字
書
で
、
平
安
時
代
中
期
に
は
日
本

に
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
観
智
院
本
『
類
緊
名
義
抄
』
は
『
干
禄
字
書
』
の
影
響
も
受
け
て
、
日
本
で
、
鎌
倉
時
代
に
成
立
、
書

写
さ
れ
た
漢
和
辞
書
で
あ
る
。
『
同
文
通
考
』
は
江
戸
時
代
に
成
立
、
出
版
さ
れ
た
字
体
研
究
室
百
で
あ
る
。

こ
こ
で
い
う
「
正
字
」
と
は
、
辞
書
に
定
め
ら
れ
た
、
標
準
と
な
る
、
正
式
な
、
書
く
べ
き
字
の
形
で
あ
り
、
「
異
体
字
」
と
は
、
正
字
と
は
字
の

形
が
異
な
る
が
、
正
字
と
同
じ
音
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
異
体
字
の
方
が
、
正
字
よ
り
一
般
に
使
用
さ
れ
る
場
合
も
多
い
。

(
5
)

た
だ
し
、
例
え
ば
部
首
が
木
部
の
中
で
木
偏
以
外
の
漢
字
(
梨
)
や
、
弓
部
の
中
で
弓
偏
以
外
の
漢
字
(
弟
)
等
は
除
く
こ
と
と
す
る
。

(
6
)

対
象
資
料
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
影
印
本
を
使
用
し
た
。
ま
た
書
誌
的
事
項
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
解
説
を
参
考
と
し
た
。

東
辻
保
和
著
『
打
開
集
の
研
究
と
総
索
引
」
(
清
文
堂
昭
回
)

山
岸
徳
平
解
題
『
法
華
修
法
一
百
座
聞
書
抄
」
(
勉
誠
社
昭
日
)

宮
崎
園
遵
、
平
松
令
三
解
説
『
親
鷺
聖
人
真
蹟
集
成
」
三
巻
(
法
蔵
館
昭
必
)

平
松
令
三
解
説
『
親
鷺
聖
人
真
蹟
集
成
』
五
、
六
巻
(
法
蔵
館
昭
印
)

小
泉
弘
解
説
「
三
宝
絵
詞
上
』
(
勉
誠
社
昭
印
)

小
泉
弘
著
「
貴
重
古
典
籍
叢
刊
8
古
紗
本
費
物
集
」
(
角
川
書
庖
昭
必
)

(7)

注

(
2
)
の
論
文
に
よ
り
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
写
本
に
は
〔
オ
〕
が
普
通
に
見
ら
れ
る
も
の
だ
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

(
8
)

平
安
時
代
、
鎌
倉
時
代
、
室
町
時
代
の
書
写
本
の
調
査
に
よ
り
、
鎌
倉
時
代
を
過
渡
期
と
し
て
、
〔
オ
〕
か
ら
〔
ず
〕
へ
の
変
化
が
あ
っ
た
と
考

え
て
い
る
。

(
9
)

『
干
禄
字
書
』
、
観
智
院
本
『
類
爽
名
義
抄
』
の
記
載
を
以
下
に
示
す
。

(
~
詠
偏
が
正
字
、
手
偏
が
異
体
字

¥
極
拓
谷
放
(
@
仏
下
本
山
・

1

/
極
今
岡
山
字
(
@
仏
下
本
町
・

2

様

様

主

主

(

⑦

M

・4
)

木
部
)

手
部
)

(
字
体
注
記
以
外
は
省
略
す
る
。
)

『
西
方
指
南
抄
』
『
三
帖
和
讃
』
に
お
け
る
親
鷺
聖
人
の
漢
字
字
体
の
特
徴
に
つ
い
て

五
九
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¥
様
正
(
@
仏
下
本
M
m
・
-

/
援
谷
様
字
(
@
仏
下
本
的
・

2

0
竹
冠
が
正
字
、
草
冠
が
異
体
字

弟
第
上
俗
下
正
(
⑤
目
・

3
)

等
等
上
通
下
正
(
⑦
日
・

4
)

節
節
上
俗
下
正
(
⑦
白
・

2
)

¥
第
弟
谷
(
@
僧
上
目
・

8

竹
部
)

/

弟

(

@

僧

上

訂

・

5

草
部
)

ヘ
等
正
寺
通
(
@
僧
上
叩
・

2

竹
部
)

/
寺
谷
等
字
(
@
僧
上
回
・

5

草
部
)

¥
節
谷
節
(
@
僧
上
打
・

6

竹
部
)

/
節
谷
節
字
(
@
僧
上
必
・

2

草
部
)

O

〔
#
〕
が
正
字
、
〔
品
〕
が
異
体
字

着
若
上
通
下
正
(
⑦
回
・

2
)

O
弓
偏
が
正
字
、
方
偏
が
異
体
字

¥

引

正

(

@

僧

中

M
・
5

弓
部
)

r

刻
引
字
谷
欽
(
@
僧
中
泊
・

2

方
部
)

ま
た
、
「
答
」
の
由
子
に
つ
い
て
は
、

¥
答
ハ
コ
(
@
僧
上
回
・

3

竹
部
)

一
苔
コ
タ
フ
(
@
僧
上

U
・
2

草
部
)

/
魯
剤
取
市
(
@
仏
下
末

m
・
6

八
部
)

の
よ
う
に
、
竹
冠
の
字
に
「
コ
タ
フ
」
の
訓
み
が
な
い
。

ま
た
、
『
類
衆
名
義
抄
』
の
草
冠
の
見
出
し
字
は
、
全
て
〔
件
〕

あ
る
。
)

手木
部部

で
は
な
く
、

〔件〕

で
書
か
れ
て
い
る
。
(
た
だ
し
、

O 

つ
な
が
っ
て
見
え
る
も
の
も



(
叩
)
注

(
3
)

寺
A
?
た、

藤
谷
一
海
「
親
鷺
聖
人
の
仮
名
遣
に
就
て
板
東
本
教
行
信
証
の
仮
名
遣
を
主
と
し
て
l
」
(
大
谷
学
報
口
・

3

常
磐
井
猷
磨
「
親
鷺
聖
人
の
特
殊
仮
名
遣
に
つ
い
て
」
(
真
言
研
究
2

昭
況
・

9
)
、

藤
野
立
然
「
親
鷺
聖
人
の
撰
述
に
見
る
漢
字
漢
語
に
就
い
て
」
(
龍
谷
大
学
論
集
締
・
揃
昭
お

-
U
)
、

秋
葉
安
太
郎
ほ
か
三
名
「
期
鷺
聖
飢
三
帖
和
讃
国
宝
本
の
研
究
浄
土
和
讃
に
つ
い
て
」
(
語
文
却
昭
叫
・

3
)
、

金
子
彰
「
親
鴛
の
仮
名
づ
か
い
」
(
国
文
学
孜
花
昭
日
・

1
)
等
を
参
考
と
し
た
。

の
論
文
を
参
考
と
し
た
。

昭
日
・
日
)
、

〈
付
記
〉

本
稿
は
、
平
成
五
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
に
お
け
る
発
表
を
も
と
に
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
小
林
芳
規
先
生
、
沼
本

克
明
先
生
、
金
子
彰
先
生
に
貴
重
な
御
意
見
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

『
西
方
指
南
抄
』
「
三
帖
和
讃
』
に
お
け
る
親
鷺
聖
人
の
漢
字
字
体
の
特
徴
に
つ
い
て

ム
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